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令和 5年度予算見積調書 課室名:

説明事業

人材活躍支援課
担当名: 企画・外国人材等担当

内線: 4540 (単位：千円)
会計

P90 シニアパワーステーション支援事業 一般会
計

労働費 労政費
項

雇用促進費 シルバー人材センター支援事業費
番号 事業名

事 業
期 間

平成 9年度～ 根 拠
法 令

　高年齢者等の雇用の安定等に関する法律
　公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律

款

針路 06
分野施策 0603

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

8
8-1,8-5,8-8

  シニアの就業機会を確保するため、シニアパワーステ
ーション(シルバー人材センター)の指導・育成をする
(公財)いきいき埼玉へ助成し、事業の促進を図る。

　ア　シニアパワーステーションの安定的な運営への支
　　援                                 16,322千円
　イ　シニアパワーステーションに対する指導・監督
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　238千円
　ウ　全国シルバー人材センター事業協会会費
                                          100千円
　エ　特別職非常勤職員の配置　　　　　  3,366千円

（１）事業内容
　  ア　シニアパワーステーションの安定的な運営への支援　　　　16,322千円
　　　　シルバー人材センター連合である(公財)いきいき埼玉に対して、国と協調し連合事業に要する経費を補助
　　イ　シニアパワーステーションに対する指導・監督　　　　　　　 238千円
　　　　公益認定法に基づく立入検査等を実施する。
　　ウ　(公社)全国シルバー人材センター事業協会賛助会費    　　　 100千円
　　エ　特別職非常勤職員の配置　　　　　　　　　　　　　　　　 3,366千円
（２）事業計画
　　ア　シルバー人材センター連合の業務を支援し、シニアの活躍の場を拡大
    イ　公益認定法に基づくシニアパワーステーションへの立入検査を実施(25団体)
（３）事業効果
　　ア　シニアパワーステーションでのシニアの活躍を促進する。
　　イ　公益法人として適正な運営を図る。
（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　シルバー人材センター連合や市町村にあるシニアパワーステーションと連携して実施する。

　※シニアパワーステーション：埼玉県内のシルバー人材センターの愛称

２　事業主体及び負担区分
ア　(国1/2・県1/2)事業者0
イ～エ　(県10/10)

３　地方財政措置の状況
普通交付税(単位費用)
(区分)労働費(細目)労政費
(細節)労政費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×2.5人＝23,750千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 20,026

前年額 20,020 20,020

― 産業労働部 90 ―

人生100年を見据えたシニア活躍の推進

20,026 6

高齢者の活躍支援



 

事業名

単位事業名 予算額 16,322千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 16,322 0 シルバー人材センター連合事業費補助

合計 16,322 0

単位事業名 予算額 238千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 113 0 立入検査旅費

需用費 102 0 消耗品購入費、資料等印刷費

役務費 23 0 通知郵送費

合計 238 0

事業内訳書

シニアパワーステーション支援事業

シニアパワーステーションの安定的な運営への支援

主な内容

シニアパワーステーションに対する指導・監督

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 100千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 100 0 (公社)全国シルバー人材センター事業協会賛助会費

合計 100 0

単位事業名 予算額 3,366千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報酬 3,222 6 非常勤職員報酬

旅費 144 0 費用弁償

合計 3,366 6

全国シルバー人材センター事業協会会費

主な内容

特別職非常勤職員の配置

主な内容


